
本事例集は、令和５年度大分教育事務所管内の学校訪問等で見られた
好事例を紹介をしています。

ぜひ、それぞれの学校や教育委員会でご活用いただければと思います。

大分教育事務所管内 実践事例集



学校教育目標の実現に向けた組織的な取組

学校マネジメントの深化 【事例】大分市立坂ノ市小学校

学校の教育目標を実現するためのプランシートの作成

実践事例の紹介

前年度の成果と課題
が具体的に示され、年
度を跨いで検証改善を
進めていることが意識
されています。

達成指標を各自の
目標管理シートにつ
なげ、何に取り組め
ば良いか明確です。

「目標協働達成
チーム」として、地
域・家庭・学校それ
ぞれの具体的な取組
を検証できるように
しています。



学校教育目標の実現に向けた組織的な取組

学校マネジメントの深化 【事例】大分市立大在西小学校

学校の教育目標を実現するための取組内容や取組方法、取組期間を「見える化」

■ Point １
取組期間（短期で習得、中期で育成、長期で涵養）などを分かりやすく示している点

■ Point ２
先生方一人ひとりにとって、いつ頃、何を、どの程度すべきかが明確になっている点

その取組が学校経営の
重点（資質・能力）に
どう関わっているかを
同色で明示しています。
先生方の意識も、自分
たちの取り組みが学校
教育目標の達成に連動
しているという実感に
つながっています。

実践事例の紹介



ICTの効果的な活用

学校マネジメントの深化 【事例】由布市立挾間小学校

対話を充実させるICT活用

■ Point １ 日常からICTを活用しながら、実践した方法を共有している点。

■ Point ２ 「ICTの活用」と「対話」の融合を、校内研究として取り組んでいる点。

実践事例の紹介

「インゲンマメの
成長には日光は必
要か」という実験
に向けて、「変え
る条件」と「そろ
える条件」を付箋
を動かしながら班
で考えさせること
で、積極的な対話
を生み出していま
した。

ICTの活用に
よって「対話
が充実」する
ように工夫さ
れています。

日常的なICTの活用

子どものプレゼン作成

米作りの
記録・プレ
ゼン

レポート作成

卒業に向け
た保護者へ
の手紙作り

評価（ふり返り）をスプ
レッドシートにてチェック

○○

○○

○○

○○

○○



学校・家庭・地域の協働の実践

学校マネジメントの深化 【事例】臼杵市立市浜小学校

R2

R3

R4

R5

学校評価４点セットにおいて、保護者代表・地域関係者が自ら目標設定し、主体的に学校運営に参画する取組への変遷

「そもそも家庭と地域の目標を学校が決めるのは、おかしいのでは。」 発端

保護者代表、地域関係者とも、通常通り協議ができた。

コロナ禍（第７、８波）の影響を大きく受け、年４回の学校運営協
議会すべてが延期または紙面開催となり、熟議できなかった。

コロナ禍の影響を受けながらも限られた機会で協議を行い、目標・指標を設定してきた。しかし、熟議と言えるほどの時間が
確保ができなかった。特に目標は設定したものの、それを検証・改善する（振り返り）機会が十分持てなかった。

民間会社等で、
目標に対して数
値による指標を
設定・検証・改善
する経験のある
方が活躍

家庭の目標 PTA三役（保護者代表）

地域の目標 地域関係者（学校運営協議会） そ
れ
ぞ
れ
で
協
議

設
定

保護者代表・地域関
係者が目標を自ら設
定することで、学校
評価アンケートの結
果も意識し、主体的
な検証・改善にもつ
ながってくることが
分かりました。

（他校で行われているZoomでの開催は、高齢でICT機器
の扱いに不慣れな方が多い本校には厳しい状況。）

地域の目標は、前年の目標を踏襲…

保護者代表とは、
コロナ禍が収束し
始めた後期から
協議を再開

家庭・地域の具体的取組・取組指標を設定

学校（教師）で
は、考えつかな
い目標・指標を
設定することが
できました。

実践事例の紹介



実践事例の紹介

「熟議＆協働」による小規模特認校の取組

■ Point
協働の好循環を生み出すツール『共有のサイクル』
を機能させ、地域学校協働活動を推進している点

R4

R5

学校マネジメントの深化 【事例】由布市立川西小学校

地域とともにある学校づくり 情報の共有
＜R4・第１回会議＞SWOT分析

課題・目標、ビジョンの共有
＜R4・第２～４回会議＞
協議会としての目標・取組

アクションの共有（協働）
＜R５・第１～３回会議＞

活動計画・役割分担・実際の活動

成功体験の共有
＜R5・第４回会議＞

振り返り・成功体験の共有・次へ
共有のサイクル

『共有のサイクル』を示し、段
階を踏みながら会を運営して
いくことを説明。現状把握の
ためにSWOT分析を行い、全

体の場で気付きを出し合う中
で「学校や地域、保護者の強
み・弱み」が見えてきた。「学
校の存続」が、児童・保護者・
地域住民・教職員など、皆の
願いであることを確認した。

「課題、目標の共有」 第２～４回学校運営協議会

３回の協議で委員が様々な意見交流をする中で、『小規模特認校としての魅力・特色
を明確にすること（特色ある教育内容の工夫・実施可能な体制づくり）』を目標に設定。
会議では「歴史ある本校の良さを生かす」
「自然豊かな地でのびのびと育ってほしい」
「今いる子も楽しめるような取組をしたい」
「魅力ある通わせたい学校とは何か」など、
各委員の思いを十分に聞くことができた。

「情報の共有」 第１回学校運営協議会

目標が定まったことで、何を協議し、どこ
を目指せばよいのかが明確になりました。

「アクションの共有」 第１～３回学校運営協議会

特色ある学校づくりのヒント探し（6月ふれあい集会）
ドキュメンタリー映画「夢みる小学校」視聴
試写会には約20名、本番には約50名が参加し、感想
や意見を付箋紙に書き残した。

「成功体験の共有」 第４回学校運営協議会

協働することで実効性のある協議会へと成長し、
成功体験を共有することで各自のモチベーショ
ンが高まり持続性のある協議会へと成長した。

＜子どもたちの思い＞
・自分たちでやって
みたいな （活動・協議）

＜大人たちの思い＞
・子どもにもっと自由と自主性を
・企画・行動・失敗の経験も大切

【 学校ができること 】
・総合的な学習の時間の見直し （課題・内容・持続性）
・子どもの自主性を育む場づくり
（子ども主体：全校会議・クラブ活動・全校遊び・運動会）

【 学校運営協議会ができること 】
・体験活動や総合的な学習の時間への協力
・モノづくりやお祭り等の企画・運営

来年度の教育課程
や年間行事、学校
運営協議会などの
基盤を築くことが
できました。

「川西っ子祭り」
（段ボールを使った工作活動）



実践事例の紹介

基礎・基本的学習内容の定着に
向けた家庭との協力

■ Point
保護者会で理解と協力をお願いし、取組を依頼した点

効
果
的
な
音
読
練
習
に
つ
い
て
、
教
員
が
作
成
し
た
マ
ン

ガ
を
も
と
に
寸
劇
も
交
え
な
が
ら
説
明
し
、
言
語
量
獲
得

の
重
要
性
を
含
め
た
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

学校マネジメントの深化 【事例】由布市立谷小学校

４点セット整理票（一部抜粋）

重点目標 重点的取組 取組指標

分
か
っ

た
」「
で
き

た
」こ
と

を
実
感
す

る
子
ど
も

の
育
成

家
庭

○目標を持って
取り組む意識
の向上

○保護者は、子どもと話し合って家庭学習の目標などを決め、学
期に1回子どもと振り返り、生活シートに記入する。
〇家庭学習の「認め」の意義やその実施を保護者に呼びかける。

問
題
解
決
的
に
学
び
、

自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
子
ど
も
の
育
成

家
庭

○家庭内での
対話の進め

○保護者は、単語での指示ではなく２往復会話による対話を心
がける。

地
域

○総合的な学
習の時間や生
活科を中心とし
た「由布学」へ
の参加

○学校運営協議会学習支援部は、谷むらづくり協議会を通して、
学期に２回以上、「由布学」への参加を計画し、ゲストティー
チャーを派遣する。

自
分
や
友
だ

ち
を
認
め
、
意

欲
的
に
取
り
組

め
る
子
ど
も
の

育
成 家

庭
○親子ふれあ
い活動の実施

○各家庭は家庭に合ったふれあいの形を考え実施し、学級懇談
の時に交流する。
〇保護者はキャリアノートを活用し、毎学期を振り返る。

地
域

〇安全確保と
あいさつ交流

〇谷むらづくり協議会による毎朝の登校指導を計画・実施する。
〇生活指導担当者は、集会等で挨拶についての呼びかけを行う。

校
務
の
効
率
化
と

実
態
の
共
通
理
解

家
庭

○学校の負担
軽減を目指した
活動の実施

○保護者は学期に1回以上、メール配信でのアンケート調査へ
協力する
○学校通信・学年通信・タブレットによる組織的な連携

地
域

〇谷むらづくり協議会は各教科や由布学に関する栽培分野の畑
や田んぼの管理を行う。
〇谷むらづくり協議会は学校行事に合わせ、校内環境整備作業
を実施する。

普段より、学校・家
庭・地域との「協働」
を推進しています。

グランドゴルフ体験

提子井路の学習

芋植え～芋掘り 親子陶芸教室

稲刈り体験
看板づくり

学校・家庭・地域との連携



学校マネジメントの深化 【事例】津久見市立千怒小学校

学校評価アンケートの活用
■ Point 保護者が「学校の教育目標・教育活動・家庭での子どもとの関わり」を「自分事」として

捉え、当事者意識をもつことができるようにした点。

実践事例の紹介

家庭との連携

１，学校評価アンケートに込めた職員の願い
①学校評価の４点セットに関わる項目・児童や保護者の思いや様子を把握し、評価・改善に役立てる。
②児童アンケートについては、児童一人ひとりの様子を把握し、指導に生かせるようにする。
③保護者アンケートは、保護者の思いを把握するだけでなく、学校の教育目標・教育活動・家庭での子どもとの関わりについて自分事として捉える機会（啓発）になるようにする。

２，昨年度からの改善点

３，熟議を重ねた経過・熟議の実際

①運営委員会 ②三部会 ③ PTA三役会 ④職員会議 ⑥学校運営協議会⑤三部会

教務主任が作成
したアンケートの
素案を確認。

「素案」「昨年度のアンケート」
「４点セット」を並べながら、全
教職員が当事者意識をもって
部会ごとに項目を熟議。

教職員が作成したアンケート
を提案。保護者の視点から
見ることで啓発の効果を高
める。内容について熟議。

熟議したアンケー
トの内容を共有。

４点セットとアンケー
ト結果を基に、学期
の取組の反省。次の
学期への改善・修正。

作成の手順を紹介、結果
の共有。４点セットの内容
も踏まえて成果や課題を
共有し、メンバーで熟議。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

【運営委員会】

三部会に向け、管
理職とミドルリー
ダーが、学校評価
の４点セットと矛
盾がないか確認。

【アンケート実施】
結果の共有
成果と課題の把握

【三部会】
アンケート結果から、
成果と課題の確認。
次の学期に向けた改
善点の熟議。

【三部会】
アンケート結果から、
成果と課題の確認。
次の学期に向けた改
善点の熟議。

自分の部会が担当する活動
が、うまく機能するには、生活
習慣に関する項目は絶対に必
要。さらに良くするには…？

【学校運営協議会】
成果と課題の共有
改善策を模索

【学校運営協議会】
成果と課題の共有
改善策を模索

【三部会】

全教職員が当事者意識を
もって熟議
「教育活動の改善につなが
るか？」 「保護者が自分事
として捉えられるか？」

週末読書の取組を、保護者
も一緒に確認しているか把
握し、啓発するには、文章表
記がこのままでよいか…？

取組をしてみて、うまく
いった点は…。
よりよい取組にしてい
くためには…。

「子どもは、学校であったこと
や自分の思いを家でよく話し、
相談できている」は、４点セッ
トには該当しないが、あれば、
啓発になる・・・。

保護者の視点で考えると、
【児童アンケート】で、「学校が
楽しいかどうか」を振り返っ
てほしいし、親も把握したい。
項目を追加してほしい。

様々な立場から見て、
子どもたちの様子は…。
改善できる点は…。

【PTA三役会】

「保護者が自分事とし
て捉えられるか？」
「子どもの成長のため
に、よりよくするに
は?」

夜の就寝時間については、児童に
も保護者にも振り返ってもらった
方が良い。スクリーンタイムの長
さなど、生活習慣の乱れは、悩ん
でいる保護者も多いはず。

「アンケートがこのように考えられて作られたもの
であるなら…。PTAとしてできることもあるはず。
スクリーンタイムだけでなく、子育ての悩み・うま
くいった子育て方法などをアンケートにして、共
有する取組をPTAで行いましょう。親どうしがつ
ながる機会を自分たちで作ります！」



働き方改革
の推進

学校マネジメントの深化 【事例】臼杵市立福良ヶ丘小学校

働き方改革を推進するための
組織マネージメント図を作成

教職員全体の意識改革を土台
「こなす」意識⇒「こだわる」意識 負担感⇒達成感

人材育成 働き方改革

教職員としての
スキル向上
（授業改善等）

仕事内容の見
直し

モチベーショ
ンの向上

両
輪

■ Point １
昨年度までの現状を出し合い、全職員が当事者意識を
もって取り組めるようにした点

■ Point ２
「こだわる」からこそ「達成感」につながるという意識を
土台として大切にしている点

■ Point ３
「働き方改革」と「人材育成」を『両輪』として取組を進め
ている点

実際に、若い先生方が教
務主任等のミドルリー
ダーとして、管理職の
リーダーシップのもとで
活躍をしていました。

実践事例の紹介

さらに、今後の
働き方改革を推
進するための方
向性も示されて
いました。



働き方改革の推進

学校マネジメントの深化 【事例】臼杵市立東中学校

勤務実態改善計画を図式化

■ Point １ 先生方が取り組むべき内容が視覚的に捉えやすい点。

■ Point ２ 勤務実態について、数値で振り返ることができる点。

作
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
「
い
か
に
活
用
す
る
か
」
を

想
定
し
、
「
実
際
に
改
善
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

実践事例の紹介



働き方改革の推進

学校マネジメントの深化 【事例】大分市立三佐小学校

ワークライフバランスの実現に向けた取組

■ Point
先生方の前向きな気持ちを引き出すことができるため、働き方の
「意識改革」のきっかけとして受け入れやすい点。

【例１】氏名（三佐 心桜）

（ワークライフバランスの実現に向けた私の取組）

（勤務時間に係る自己目標）

１．毎日家族と一緒に夕食を食べ、会話をする。
２．趣味のパン作りに取り組み、腕を上げる。
３．週末は、我が子とたくさん触れ合う。

１．休憩時間には休憩をする。放課後の15分休憩時には、
職員室でコーヒーブレイクをする。

【例２】氏名（三佐 陽翔）

（ワークライフバランスの実現に向けた私の取組）

（勤務時間に係る自己目標）

１．ジムに通い、今年も自分磨きに取り組む。
２．寝食の時間を削らない。
３．好きなアーティストのYouTubeを見る。

１．月、金曜日は18時までには退勤する。水曜日は毎週定時
退勤する。火、木曜日は残業デーとし、18:30を過ぎそ
うな場合には、教頭先生に申告する。

勤務時間の削減ばかりを迫ると反発する気持ち
が出てきてしまうため、自分の大切にしたい時
間を積極的に挙げ、「その時間を生み出すため
に何ができるか」を考えて実行するという自発
的な取組につなげています。

実践事例の紹介

内容は自由で、
楽しみたいことや
やってみたいこと
を記入します。

簡単な事からでも
よいので、先生方の
自主性を大切にしな
がら各自で目標設定
をします。

『誰もが笑顔で元気に働ける三佐小の
職場づくりとワークライフバランスの
実現（２年次）』 （抜粋）

●会議・行事の精選・公務の効率化に向けて

●時間外勤務実態把握に向けて

●全市一斉定時退庁日を厳守

●年次有給休暇の取得促進に向けて

●校内労働安全衛生委員会の開催

●校務の効率化、合理化

◎長時間勤務の改善
・ノー残業デーの取組
・本校の目標周知と残業デーの申告
・可視化による自己改善の実施

（行事予定表・ホワイトボードへの明記等）
・教職員１人１人の働き方の把握
・行政、その他関係機関との連携

（SC、SSWの積極的な活用他）



校内研究

授業改善 （人材育成） 【事例】由布市立挾間中学校

主体的・協働的に課題を探求し続ける生徒の育成 ■ Point
校内研究の２つの取組を整理・可視化し、共通認識
しながら教職員全員で取り組んでいる点

「みんなで
やっていこ
う！」とい
う雰囲気で
推進してい
ます。

実践事例の紹介

「つなげる」指
導を取り入れた授
業改善を行なって
います。 教師がゴールの姿を

イメージし、どんな生
徒の「振り返り」にな
るか予想しながら授業
を行い、授業改善に
つなげています。

取組の「深化」と「汎化」

先生たちがいつ
でも確認しやすい
ように、カードに
要点をまとめ配布
しています。



校内研修

授業改善 （人材育成） 【事例】大分市立鶴崎小学校

「授業改善」と「人材育成」
を効果的に推進

■ Point １
行った授業の実際を、分かりや
すく実践に即して具体的に紹介
している点。

■ Point ２
どのように指導したのかではな
く、「子どもの様子」として教師
の意図したものがどのように見
とれたかに着目している点。

「明日に役立つ〇〇
研修会」と銘打って、
ベテランの先生方が
講師になり、指導の
コツ等を伝え合う取
組も行っています。

実践事例の紹介

子どもの様子を、
数値も織り交ぜな
がら具体的に示し
ています。

教師の手立てにより
子どもがどう変容した
かを具体的に示してい
ます。



「算数科 授業実践シート」を
活用した授業づくり

授業改善 （人材育成） 【事例】津久見市立青江小学校

「算数で身に付ける力」を共通理解

■ Point １
研修部を中心として、学校全体で「新大分
スタンダード」に沿った主体的、対話的で
深い学びを実現する算数の授業実践を目
指している点

■ Point ２
ホワイトボードミーティングで子どもたちの
現状や課題を出し合い、算数を通して子ど
もに身に付けさせたい力を考え、共通理解
している点

■ Point ３
・教職員アンケートにおける活用率100％
・提案授業、互見授業実施率100％
・ＯＪＴとしても機能

○○ ○○

困りのある子への
具体的支援

単元全体を
見通した
「つけたい力」

授業者、互見者の
考察や改善点を交流

ねらいと
評価規準の
整合性

「めあて」「課題」
「まとめ」
「ふりかえり」
が位置付けられる
授業展開

実践事例の紹介



「授業力向上」を目的とした取組

授業改善（人材育成） 【事例】大分市立坂ノ市小学校

「坂小ファイヤー」

実践事例の紹介

■ Point 【活動内容】

①２週間に１回集まり、学級経営の困りや児童への対応など共有する。
②日々の授業の板書を共有。アドバイスや質問をし合い、それぞれの学びにしている。
③メンバーの得意なものを見せ合う。
④学校外での勉強会などを、いち早くファイヤーに知らせる。

⑤積極的に研究授業・実践を発表、大分附属小学校の公開授業等を見に行く。
⑥講師を呼び、学習する。

初任者の
授業への
コメント

新採用の先生に、メンバーが学
級開きの様子を見せています

大分大学附属小学校の先生
による講義・演習

図
工
の
実
技
講
習

各種大会にも若
手が積極的に参
加するようにな
り、その還流報
告なども行なっ
ています。

teamsにて、運動会表
現の練習方法を共有



若手教職員の指導力向上 U - ３０ 計画

■ Point １ 意図的に時間を設定して集まることで、習慣化されている点。

■ Point ２ 負担にならないよう短時間で行い、若手も積極的に参加できる点。

実践事例の紹介

授業改善 （人材育成） 【事例】大分市立小佐井小学校

いじめ対応
生徒指導提要
改訂における
指導主事招聘

児童理解
学習環境の
共有

学力向上
プラン作成
年2回

算数科
こざい３策

巡回相談活
用

個別の指導
計画

講師招聘

生活指導・
健康安全研
修

危機管理・
AED

校内研究
全体研年１回・
互見授業（６・
１１月）

特別支援
教育

大きな行事
の時の児童
の様子

簡易指導案 たてわり班

全体研１回
教育課程を参
考に日常の生
活と結び付ける

生活指導・
健康安全研
修

校内研究
特別支援
教育

体力テスト
職員研修

ワクワク事
業（１・２
年）

道徳教育
研修

道徳教育
研修

校内研修
体育・食育
研修

体育・食育
研修

１校１実践
の取組

人権・同和
教育研修

ICT研修・
外国語研修

教職員スキル
アップ研修・若
手教職員研修

食育指導
（若手の先
生対象）

食育授業
（各クラス）

なわとびな
どの実技研
修

年２～３回
の研修（８
月・２月）

地域の方を
講師によん
で研修

人権集会に
つなげて児
童へ還元

ロイロノート
の使い方

地域教材
研修（旭化
成など）

U-３０

人権・同和
教育研修

ICT研修・
外国語研修

教職員スキル
アップ研修・若
手教職員研修

明日の授業
に生かせる
内容

外国語の授
業の仕方

【校内研修・研究内容および方法】

（１）全体研２回（算数科１回、道徳科１回）

全体研をしない人は、互見授業

（２）今年度も昨年度に引き続き「こざい３策」

を基本として、取り組む

（３）研修・研究の時は、研修たてわり班

（若手教育研修を兼ねる視点）

（４）互見授業（特別支援学級含む）

【小佐井小学校の考える学力とは】
「資質・能力の三つの柱をバランスよく身に付けていること」とする

各分野の研修
の担当が、研
修を進めるな
どリーダーに
なってもらい、
研修の充実を
目指していま
す。

校内研修の充実が
ベースになっています。



通級指導教室の充実

特別支援教育の充実 【事例】臼杵市立臼杵小学校

通級による指導を受ける児童の「通常の学級での見取り」の際の連携の工夫

■ Point １ 児童を見取る視点がきめ細やかに設定でき、明確な点

■ Point ２ 定量的な測定ができ、評価が出せる点

■ Point ３ 根拠となる事実等が記述できるため、事後の話し合いに活用しやすい点

該当児童が通常の学級において、

評価シートを使用することで、
通級による指導を受けた結果、
該当児童が通常の学級において、
どのような様子で学習している
かを効果的に見取ることができ
ます。

実践事例の紹介

目
標
や
評
価
項
目
を
絞
っ
て
お
り
、

毎
時
間
記
述
す
る
必
要
が
な
い
の

で
、
評
価
者
の
負
担
も
少
な
い
。

記入例

学級担任用評価シート



体力向上と心身の健康の保持増進

体力向上の推進 【事例】大分市立日岡小学校

子どもたちの「体調管理」に向けた取組

■ Point １ 就寝及び起床時間、生活習慣の把握に努め、家庭との協働による子どもの体調管理を行う点

■ Point ２ 睡眠時間等の数値化⇒子どもの実態を基にした指導（呼び掛け）⇒欠席児童数の大幅な減少

につながっている点

学
校
生
活
が
よ
り
良
く
な
る
と
い
っ
た

好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

実践事例の紹介

「校長室だより」による情報発信

時間等、毎日の
生活習慣を視覚化
することで、家庭
でも意識しやすく
なっています。

○×で簡単に記
録できるので、習
慣化しやすいです。


